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中央公民館大規模改修工事

ブレ ース JI S A 5540

室名

積載荷重 （ N/㎡）

床 小梁 地震主架構 備 考

支持材、 小梁等

構造設計標準仕様
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1.  建 築 物 の 構 造 内 容

3. 地  盤

4. 地 業 工 事

4-3 特 殊 基 礎

※ 　 地 盤 の 許 容 応 力 度 及 び 基 礎 杭 の 許 容 支 持 力 の 算 定 は 、 平 成 １ ３ 年 ７ 月 ２ 日 国 土 交 通 省 告 示 第 １ １ １ ３ 号 に よ る 。

7. 設 備 関 係

8. そ の 他

備考

6. 鉄骨工事

5. 鉄筋コ ンク リ -ト 工事

外し た後に取り 外す。

( d)

( c)

支柱の盛替えは、 行わない。 床版下及び床下のせき 板は、 原則と し て支柱を取り

なお、 圧縮強度によ り 定める 場合は、 コ ンク リ -ト の試験結果及び安全を確認する

ま た、 寒冷のため強度の発現が遅れる と 思われる 場合は、 圧縮強度によ り 定める 。

施工荷重が著し く 大き い場合の支柱等は、 必要に応じ て存置期間を延長する 。

片持梁、 ひさ し 、 長大ス パンの梁、 大形床版等の型 枠を支持する 支柱、 ある いは

ための資料・ 計算書を監督職員に提出し て承諾を受ける 。

支 柱 の 最 小 存 置 期 間

2

( a)

( b)

型 枠の取り 外し は、 型 枠の最小存置期間以後に行う 。

型 枠の最小存置期間は、 上表によ り 、 コ ンク リ -ト の材齢又はコ ンク リ -ト の圧縮

強度によ り 定める 。

せき 板の最小存置期間

引 張 試 験 :

る よ う 無作為に抜き 取る 。

コ ンク リ -ト 及び鉄筋の試験は、 公的機関ま たは準公的機関にて行い、 工事監督職員の

尚、 超音波探傷試験を採用する 場合は、 工事監督員の承諾を受ける こ と 。

承諾を受ける こ と 。

D19 未満は、 すべて重ね継手と する 。 継手(  D19 以上 ) をガス 圧接と する 場合は、 JI S

ガス圧接部の抜き 取り 検査は、 （ 原則的に引張試験と する 。 ）

超音波探傷試験 : 1ロ ッ ト に対し  30 カ所と し 、 ロ ッ ト から 均等な機会と な

施工計画書工作図製作要領書

建方検査

特殊ボルト

鉄筋材料証明書 工作図

圧縮強度試験報告書 鉄筋材料試験報告書

検査を必要と する も の

ガス 圧接部超音波探傷試験報告書

塩化物測定報告書

施工計画書調合計画

承諾を必要と する も の

ガス圧接部外観検査 配筋検査ガス 圧接試験報告書

鉄筋引張試験報告書

製作工場

新鉄骨制作工場認定制度によ る 認定工場　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 グレ ード ）

旧建設省告示第　 １ １ ０ ３ 　 号によ る 認定工場　 （ 大臣認定　 ■Ｍグレ －ド 以上　 ）

日本建築学会「 JASS6」 「 鉄骨精度検査基準」 「 鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「 建築鉄骨工事施工指針」 「 デッ キプレ -ト 床構造設計・ 施工規準」

社内検査表

鋼材 高力ボルト

材料規格証明書または成績証明書

引張耐力試験( 摩擦面をリ ン酸処理し た場合)

製品検査現寸検査 組立・ 開先検査

WES 8103 資格によ る 溶接技量証明書

鉄骨製作管理技術者資格証明書

(    印以外の項目の検査結果については、 工事監督職員に報告する こ と )

抜取率 AOQL-検査水準

-

-

100% 30%

4. 0%-第6水準

-

4. 0%-第6水準

-

-

-

すみ肉溶接部

マク ロ 試験・ その他

外観( 目視) 検査

社内検査方法

100%

100%

突合せ溶接部 外観( 目視) 検査

第三者

鉄骨溶接標準図によ る 。

検査箇所

超音波探傷試験

下記検査は、 部位別に実施する こ と 。

部材が十分密着する よ う に注意し て行う 。 ま た、 締め付けは、 原則と し て2度締めと する 。

高力ボルト の締め付けに使用する 機器はよ く 調整さ れたも のを使用し 、 締め付けの順序は

高力ボルト は「 JI S形高力ボルト ( 2種: F10T) 」 又は、 「 ト ルシア型 高力ボルト

( 2種: S10T) 」 を標準と する 。 摩擦面の処理は、 黒皮などを座金外径2倍以上の範囲

でショ ッ ト ブラ スト 、 グラ イ ンダ-掛け等を用いて除去し た後、 屋外に自然放置し て発生

し た赤錆状態である こ と 。 ただし 、 ショ ッ ト ブラ ス ト 等によ る 処理表面のあら さ が 50S 

以上である 場合は、 赤錆は発生し ないま までよ い。

第三者検査機関名

原則と する 。

超音波探傷試験の第三者検査機関は( 社) 日本溶接協会( CI W) 認定業者によ る こ と を

第三者検査機関と は、 建築主、 工事監督職員または工事施工者が、 受入れ検査を

代行さ せる ために自ら 契約し た検査会社をいう 。

現場溶接部については原則と し て第三者によ る 全数検査を行う 。

見え掛かり

上記以外

施工箇所 素地調整

2種

2種

錆止めペイ ント

無

有

仕上塗装

JI S K 5625

JI S K 5625

締め付け後の検査は、 各締め付け工法別に適切な締め付けが行われている かを検査する 。

と する 設計仕様になっている 部分は、 塗装し ない。

コ ンク リ -ト に埋め込まれる 部分、 及びコ ンク リ -ト と の接触面で、 コ ンク リ -ト と 一体

の範囲、 及び超音波探傷に支障を及ぼす範囲、 と する 。

防錆塗装し ない部分は、 高力ボルト 接合の摩擦面、 現場溶接を行う 部分の両側 100mm以内

溶融亜鉛メ ッ キの素地ごし ら えはJI S H9124( 溶融亜鉛メ ッ キ作業指針) によ る 。

耐火被覆を行う 部分も 防錆塗装を見込むこ と 。

1) 1種: ブラ ス ト 法、 酸洗い法 2種: 動力工法を主と し 、 手工具を併用する 方法。

防錆塗装は、 ２ 回塗り 70μmを原則と する 。

諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出する 。

5cm以上と する 。

床ス ラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はス ラ ブ厚さ の1/ 3以下と し 管の間隔を

特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない。 設ける 場合は設計者の承諾を得る こ と 。

ベタ  基礎 独立基礎 無)試験堀(

別図にて示す。  ( 基礎、 杭の位置、 孔内水位)

近隣デ-タ  の調査についてのコ メ ント

地盤調査及び試験杭の結果によ り 、 杭長・ 杭種・ 基礎の深さ 、 形状を変更する 場合

も ある 。 但し 、 杭・ 基礎の1m増減は見積り 変更の対象と はし ない。

平板載荷試験物理探査

静的貫入試験ボ-リ ング調査

無( 調査予定

近隣)有( 敷地内 ボ-リ ング調査 平板載荷試験

○無)

孔内水平載荷調査

有: 本工事に ●含む、  ○含まない :

土質試験

一般デッ キプレ -ト

特殊柱脚

( 厚   mm)

( 厚   mm) 無有

無有

無有

無有

無有

ファ ブデッ キ ( 厚   mm)

ハイ タ フデッ キ

フェ ロ ーデッ キ

項    目 メ -カ-仕様書 備  考

合成スラ ブ用デッ キプレ-ト

( 建設大臣構造認定、 耐火指定製品)

無有

高力ボルト

普通ボルト
六角ボルト ( SS400)

メ ッ キボルト ( F8T)

S10T.

アンカ-ボルト
SS400

F10T.

新築 増築 増改築 別棟増築

鉄骨造( S)鉄筋コ ンク リ -ト 造( RC) 鉄骨鉄筋コ ンク リ ート 造( SRC)

計画供用期間 一般 標準 長期

200厚 さ  100 120 150

種 別 A種 B種 C種

使用箇所

溶接金網

異型 鉄筋

種  類 径

重ね継手

継手工法

D16以下

特殊継手

SD345

鋼  材

種  類 使用箇所 現場溶接 備  考

1-2 階  数

1-3 構造種別

1-2 工事種別

1-1 工事名称

2-2 コ ンク リ -ト ブロ ッ ク

2-3 鉄 筋

2-4 鉄 骨

4-1 直接基礎

3-1 地盤調査資料

3-4 ボ-リ ング標準貫入値、 土質構成

3-2 地盤調査計画

3-3 見積り 条件

2-6 その他

2-5 ボ ル ト  等
5-1 コ ンク リ -ト

5-2 鉄  筋

5-3 型   枠

6-7 耐火被覆の材料( 意匠図の特記によ る )

6-6 防錆塗装

6-4 接合部の溶接は下記によ る こ と 。

6-5 接合部の検査

6-3 工事監督職員が行う 検査項目

6-2 工事監督職員の承諾を必要と する も の

6-1 鉄骨工事は指示のない限り 下記によ る 。

5-4 承 諾・ 検 査

※　 （ 官公庁） 工事にあたっては、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書

　 　 （ 建築工事編） 記載事項を優先する 。

適用は　 印を記入する

SN490 ABR400 ABR490

建築場所

有

について、 構造計算によ り 安全で

り 、 かつ、 施工中の荷重及び外力

圧縮強度が設計基準強度以上であ

ある こ と が確認さ れる ま で。安全である こ と が確認さ れる ま で。

荷重及び外力について、 構造計算によ り

12N/mm 以上であり 、 かつ、 施工中の

圧縮強度が設計基準強度の85%以上又は 

左記のすべてのセメ ン ト
高炉セメ ント

B種混合セメ ン ト
 ンド セメ ン ト 、

普通ポルト ラ

のA種
ン ド セメ ン ト

早強ポルト ラ

施工箇所

種類
セメ ン ト の

圧縮強度

によ る 場合

コ ン ク リ -ト の

梁  下ス  ラ  ブ 下

コ ン ク リ -ト の 圧 縮 強 度 に よ る 場 合

セメ ン ト
の種類 早強ポルト ラ ン ド

セメ ン ト 混合セメ ン ト のA種
セメ ン ト

普通ポルト ラ ン ド
高炉セメ ン ト B種

基礎、 梁側、 柱、 壁施工箇所

存置
期間中

の平均気温

コ ン ク リ -ト の材齢

によ る 場合( 日)

圧縮強度が 5N/mm 以上と なる ま で。

存置
期間中

の平均
気温

コ ン ク リ -ト の

材齢によ る 場合

( 日)

5℃以上

0℃以上

15℃以上

15 ℃ 以 上

5  ℃ 以 上

0  ℃ 以 上

2

3

5 8

5

3 5

7

10

2828

17

25

2815

12

8

2.  使 用 構 造 材 料

設 計 基 準 強 度 (  Fc =N/mm )適用箇所 種 類 ス ラ ンプ cm 備 考

2-1 コ ンク リ -ト

　 品質基準強度 Fq は、 設計基準強度 Fc も し く は耐久設計基準強度 Fd のう ち

　 大き い値と し 、 構造体強度補正値 mSn は、 JASS5（ 2009年版） の5. 2. Cによ る 。

支持地盤、 地層、 深さ 、 についてのコ メ ント

頭付き ス タ ッ ド

構 造 設 計 標 準 仕 様 備  考

ダブル ナッ ト

建設大臣認定品

種   類

布基礎

ガス 圧接継手

重ね継手

D19以上

スタ ッ ド

孔内水平載荷調査

設備機器の架台及び基礎については工事監督職員の承諾を得る こ と 。

ラ ッ プ ル コ ン ク リ ー ト

SD295

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有

有 無

無有SS400

SN400A

SN490B

BCR295

SN490C

BCP235

BCP325

SSC400

STK400

STKR400

SN490C

SM490A

SNR400B

試験片の採取は、 1ロ ッ ト に対し  3 本と する 。

種は60%以下と する 。

上、 水セメ ント 比はポルト ラ ンド セメ ント ・ 高炉セメ ント A種は65%以下、 高炉セメ ント B

比50％以下、 ｽﾗﾝﾌ゚ は12cm以下と する 。 ( 本項は塗り 床等の直仕上げの場合に適用。 ）

ンク リ ート の最振動可能時間以内と する 。

コ ンク リ -ト に含まれる 塩化物量は、 原則と し て塩素イ オン量で0. 3kg/m 以下と する 。

製造・ 運 搬・ 打込み・ 養生・ 試験など必要事項について工事監督職員の承諾を得る こ と 。

フレッ シュ コ ンク リ -ト の塩化物量試験は、 ( 財) 国土開発技術研究センタ  -の技術評価

を受けた塩化物量測定器によ り 、 試験値は同一試料における 3回の測定の平均値と する 。

コ ンク リ ート の種類が異なる ごと に1日1回以上、 かつ、  150m ごと 及びその端数につ

き 1回以上。 ただし 、 最初の測定は、 打ち込み当初と する 。

コ ンク リ -ト 強度試験は、 普通コ ンク リ ート の場合コ ンク リ ート の種類が異なる ごと に1

日1回以上、 かつ、 150 m ごと 及び端数につき 1回以上と し 、 1回の試験の供試体の数

は、 材齢7日用、 材齢28日用、 型 枠取外し 時期決定用その他必要に応じ てそれぞれ3個

と する 。 供試体の養生方法及び養生温度は、 JI S A1132 に準ずる 養生の場合は、 養生温度

を( 20 ± 3) ℃と する 。 ただし 、 寒中コ ンク リ ート の場合は、 ( 20 ± 2) ℃と する 。 現

場における 養生は水中養生と し 、 養生温度をでき る だけ建物等に近い条件になる よ う にする 。

コ ンク リ -ト 打ち込みは、 その占める 位置にでき る だけ近づけて打ち込む。 コ ンク リ -ト

の自由落下高さ は及び水平流動距離は、 コ ンク リ -ト が分離し ない範囲と する 。 コ ンク リ

ート 練混ぜから 打ち込み終了ま での時間は、 外気温が 25℃未満の場合は 120分、 25℃以

上の場合は 90分以内と し 、 打ち込み継続中における 打継ぎ時間は、 先に打ち込ま れたコ

アルカリ 骨材反応対策と し ては、 無害と 判定さ れる 骨材を使用する か、 アルカリ 総量をコ

ンク リ ート 1m 当たり NaO換算で3. 0kg/m 以下と する 。

コ ンク リ -ト はレ ディ ーミ ク スト コ ンク リ ート と し 、 JI S 表示許可工場で製造さ れたも の

セメ ント は、 特記がなければ普通ポルト ラ ンド セメ ント 又は、 混合セメ ント のA種のいず

れかと する 。

計画調合は、 原則と し て試練り によ って定める 。 ただし 、 当該工場で相応の実績がある 規

寒中、 暑中、 その他特殊コ ンク リ -ト の適用を受ける 期間に当たる 場合は、 材料・ 調合

材料 合板厚 12mmを標準と する

型 枠存置期間

※ 官公庁工事に於いて、 打ち継ぎ時間間隔は協議する こ と 。

る 材料・ 調合設計の基礎と なる 資料及び計算書等を含む。

格品コ ンク リ ート の場合には、 試練り を省略する 事ができ る 。 計画調合書には製造に用い

ト ルシア型

型枠用デッ キ

地 盤 改 良 ； 深 層 混 合 処 理 工 法 　 （ S-12　 特 記 仕 様 書 参 照  ）

地 盤 補 強 工 法 （ 着 工 後 に 、 長 期 地 耐 力 を 確 認 し 、 想 定 以 下 の 場 合 は 地 盤 補 強 を 行 う こ と ）無有SNR490

φ6 合成スラ ブ

原則と し て、 CI W認定検査会社

各試験の供試体は公的機関にて試験を行い工事監督職員に報告する こ と 。

屋根ふき 材の緊結方法は、 昭和46年建告示第109号に適合する こ と 。

高力ボルト すべり 係数検査

1-6 その他

1-5 特別な荷重

1-4 増築計画

1-3 屋上付属物

有(                )

高 架 水 槽 (      kN)

エレ ベ-タ  -（ 　 人乗り ×　 基）

キ ュ -ビ ク ル 空 調 屋 外 機 そ の 他 （ 　 　 　 ）

ロ -プ式

無

油圧式

杭  種 材  料 施  工  法

杭長( m) 本数杭の先端の深さ ( m) 特記事項設計支持力( kN)

a)  地中障害物によ る 場合； 施主負担

b)  施工者の不注意によ る 場合； 施工者負担

杭仕様 杭施工結果報告書 載荷試験施工計画書承諾

試験杭( 有 無) ( 打ち込み 載荷 立ち会い試験堀 ) 本２

4-2 杭基礎・ 支持層

杭径( mm)

PHC（ 85N)

PHC（ 105N)

PHC（ 123N)

SC

CPRC

JP-NPH

CPRC（ 105N）

JP-NPH（ 105N）

埋め込み( セメ ント ミ ルク 工法)

打ち込み( プレ ボ-リ ング)

Smart-MAGNUM工法（ 標準）

大臣認定

大臣認定

TACP-0625・ 0626・ 0627

令和  3年  1月  6日

鋼管

H鋼

A種(

A種(

A種(

( SKK490 )

Ⅰ

Ⅰ(

(

A種(

A種(

SS400(

(

SS400(

STK400

B種

B種

B種

Ⅱ

Ⅱ

B種

B種

Ⅲ ）

Ⅲ ）

C種)

C種)

C種)

C種)

C種)

STK490　 ) TGパイ ル工法

令和 5年 10月 13日

TACP-0670、 0671

Hi FB工法

TACP-0257・ 0258・ 0493

平成 19年 10月 5日

大臣認定

支持層-埋土（ 砂岩や頁岩の風化土砂を主体と し 、 概ね” 玉石混り 粘土質砂礫状” を呈する ）

鉄筋は J I S G3112 の規格品を標準と する 。

Z3881 によ る 技量を有する 圧接技量資格者と する 。

※ 杭コ ンク リ -ト については、 4. 地業工事によ る 。

・ 調合管理強度 Fm = Fq + mSn と する 。

土に接する ｽﾗﾌ゙ やﾃ゙ ｯｷﾌﾟ ﾚー ﾄを使用し たｽﾗﾌ゙ に関し ては、 単位水量170kg/ m 以下、 水ｾﾒﾝﾄ

構造体に使用する コ ンク リ -ト は、 単位水量185kg/ m 以下、 単位セメ ント 量は270kg/ m 以

と し 、 施工に関し ては JASS5（ 2009年版）  によ る 。

杭 の 偏 心 は 100以 内 の ズ レ を 想 定 し て 設 計 し て お り 、 そ れ を 越 え る ズ レ が 生 じ た 場 合 に は 別 途 精 算 す る 。

深さ  GL-1. 50m 、  長期許容支持力= 80kN/㎡

地震力算定用係数 (  Rt=1. 0 , Z=0. 8 , Co=0. 2 , I =1. 00 ) 　 　 設計ルート

積雪荷重(  L・ S ) (   20 N/㎡・ cm x    cm × 1. 000 =     N/㎡ : 低減  無、 有 )

R階の屋根　 積雪荷重(  L・ S ) (   20 N/㎡・ cm x    cm × 1. 000 =     N/㎡ : 低減  無、 有 )

地下  0 階 　 :  地上 ４  階　  :  塔屋  0 階

母屋

●特記なき 壁下地、 Ｅ Ｖ ・ 階段関係の鉄骨は意匠図を参照する こ と 。

●鋼材（ メ イ ンフレーム、 小梁、 間柱、 耐風梁など） は、 JI S規格品を使用のこ と 。

　 JI S規格品は、 高炉材・ 電炉材の製鋼法がある が、 電炉材の使用は係員の承諾を得る こ と 。

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

NON

S 01

１ 級建築士登録大臣第350116号

令和8年　 月　 日

野田　 康広

中央公民館大規模改修工事
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ｒ 1 0

ｒ 3 5

（ 注） 　 ｆ ： 余盛り ， Ｇ ： ルート 間隔， Ｒ ： フ ェ ース ， Ｓ ： サイ ズ ， Ｓ ・ Ｓ ： 補強すみ肉のサイ ズ１ ２

す み 肉 溶 接

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ １）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ２）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ３） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ １） （ １）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ６） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ４）

突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ３）突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ５）

突 合 せ 溶 接 　 　 平 継 手（ ４） 突 合 せ 溶 接 　 　 Ｔ 形 継 手（ ２） フ レ ア ー 溶 接（ ２）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

フ レ ア ー 溶 接
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・ フ レ ア ー溶 接長は 、 鋼板に 接する 全長と する

　 溶接棒角度 θは　 　 ～　 　 と する
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・ 径の 異な る 寸法差は ≦　 　 と す る

・ 余盛は 　 　 　 未満と する

・ 片面フ レ ア ー溶接（ Ｖ 形） の 場 合も こ れ に 準ずる
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Ｋ 形の 場合
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ヘ　 溶接棒乾燥器

ト 　 溶接電流を 測定する 電流計

ハ　 セ ルフ シ ール ド ア ーク 半自動溶接機　 　 　 Ａ

ニ 　 サ ブ マ ージ ア ーク 溶接機一式　 　 　 　 Ａ

５００

１，０００

８００６００

イ 　 交流ア ーク 溶接機　 　 　 Ａ ～　 　 Ａ５００３００（ ）

（ ）ロ 　 ガ ス シ ールド ア ーク 半自動溶接機　 　 　 Ａ５００

　 ア ーク 手溶接　 　 　 　 　 　 　 （ ＭＣ ）

　 溶接技術試験に 合格し 、 引継ぎ 半年以上溶接に 従事し て い る も の と する 。

　 溶接工は 溶接に 適応する 　 　 　 　 　 　 （ 手溶接） 又は 　 　 　 　 　 　 （ 半自動溶接） のＪ Ｉ Ｓ　 Ｚ ３ ８ ４ １Ｊ Ｉ Ｓ　 Ｚ ３ ８ ０ １

４

ｆ ： ③に準ず

ｆ ： ③に準ず

ｆ ： ③に準ず

ｆ ・ ｆ ： ③に 準ず２

４

　 　 ≦ｆ ≦３０ ．５

０ ．４０ ≦ｆ ≦　 　 Ｓ 　 かつ４ ｍｍ

B S

　 ガ ス シ ールド ア ーク 溶接　 　 （ Ｇ Ｃ ）

　 セ ルフ シ ールド ア ーク 溶接　 （ Ｓ Ｇ Ｃ ） 　 サブ マ ージ ア ーク 溶接　 　 　 （ Ｓ Ａ Ｃ ）

　 ア ーク エ ヤ ーガ ウ ジ ン グ 　 　 （ Ａ Ａ Ｇ ）

（ ）イ 　 エ ン ド タ ブ

（ ）

下向　 Ｆ 立向　 Ｖ 横向　 Ｈ 上向　 Ｏ

良仮付不良良仮付不良

（ ）イ 　 仮付位置

　 Ⅱ） エ ン ド タ ブ の材質は 、 母材と 同質と する

　 　 　 母材よ り 　 　 　 程度残し 切断し て 、 グ ラ イ ン ダ ー仕上げ と する

　 　 　 Ｎ Ｇ Ｃ 、 Ｇ Ｃ ： 　 　 　 以上と し 特記の な い 場合は 、 溶接終了後、

　 Ⅲ） エ ン ド タ ブ の長さ は 、 ＭＣ ： 　 　 　 以上３５

ｍｍ４０

ｍｍ１０

（ ）

エ ン ド タ ブ

ｍｍ

　 組立て 溶接は 溶接の 始、 終端、 隅角部な ど 強度上、 工作上、 問題と な り 易い箇所は 避け る 。

ロ 　 突合せ溶接部の組立て 溶接は 必ず裏は つり 側に 施工する

（ ）

□　 ノ ン ス カ ラ ッ プ工法　

ハ　 ス カ ラ ッ プ

　 Ⅰ） 突合せ溶接、 部分溶込み溶接の 両端部に母材と 同厚で 同開先形状の エ ン ド タ ブ を 取り 付け る

ロ 　 裏あ て 金

Ⅰ） 材質は　 　 　 　 規格品と するＳＳ４ ０ ０

Ⅱ） ス カ ラ ッ プ を 設け る 場合は、 通し 形の 裏当て 金と する

Ⅲ） ス カ ラ ッ プ を 設け な い 場合は 、 フ ィ レ ッ ト の コ ーナー部の 形状に 合わせた 分割形の 裏当て 金と する

（ ）ニ 　 裏は つり

ホ 　 現場溶接の 開先面に は 、 溶接に支障の な い防錆材を 塗布する 。 又、 開先部を（ ）

　 　 励行し 、 部材に確認マ ーク を つけ る

　 　 規準図の溶接におい て Ａ Ａ Ｇ と 記載の あ る 部分は全て 、 溶接監理者の 確認を

ス カ ラ ッ プ 形状は 、 右図によ る

但し 、 梁成がＤ ＝１ ５ ０ ｍ ｍ 未満の場合の ス カ ラ ッ プ はｒ ＝２ ０ ｍ ｍ と する

ス カ ラ ッ プ

３０ ３５ ｍｍ半径ｒ ＝　 　 ～　 　 　

ス カ ラ ッ プ 半径は ３ ０ ～３ ５ ｍ ｍ と 、 １ ０ ｍ ｍ の ダ ブル ア ールと する

ホ 　 ア ーク エ ア ーガ ウ ジ ン グ 機（ 直流） 　 　 　 Ａ ～　 　 Ａ

・ 　 　 ～　 　 は １ パ ス 以上

■　 ス カ ラ ッ プ 工法

　 　 い た め な い 様に、 養生を 行な う 。

ｂ 　 溶接機器

ｃ 　 溶接方法

ａ 　 溶接工

１ ．
溶 接 接 合

溶 接 接 合

（ １ ）

溶 接 規 準 図（ ２ ）
１

ｆ 　 溶接施工

ｄ 　 溶接姿勢

ｅ 　 組立て 溶接に 従事する 溶接技能者は、 原則と し て 本工事に従事する 者が 行う

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）

溶接材 料

４ ０ ０ Ｎ 級鋼

鋼材の 種類
入熱

（ ＫＪ ／ｃ ｍ） （ ゜ Ｃ）

パ ス 間温度差

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

３ ０ 以下

４ ０ 以下 ３ ５ ０ 以下

２ ５ ０ 以下Y G W- 1 1 , 1 5

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ２ １ ２ ， ３ ２ １ ４

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ２ １ １ ， ３ ２ １ ２ ， ３ ２ １ ４

Y GW- 1 1 , 1 5

Y G W- 1 8 , 1 9

Y G A - 5 0 W, 5 0 P

Y G W- 1 8 , 1 9

Y GA - 5 0 W, 5 0 P

４ ９ ０ Ｎ 級鋼

鋼 材 種 別 に よ る 溶 接 条 件

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所
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９ ０８ ０７ ０６ ０

（ ボ ルト の 長 さ ）

首 下 寸 法
座 金 厚 さ

座 金 厚 さ

締 め 付 け 長 さ

ナ ッ ト の 高 さ

ね じ 山 ３ 以 上
（ 余 長 ）

ｅ ２ｅ ２

ｅ １ ｐ ｐ ｐ １ｅ ｂ ｂ ｂ ｂ

ｐ

取 り 合 う 梁 Ｆ ＰＬ

と 同 厚 以 上

エ ン ド タ ブ

２５

以
上

２
５

以
上

２
５

エ ン ド タ ブ

２０

ａ

裏 あ て 金

コ ー ナ ー 空 き

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

３０≧

５

ｔ ｔ

３０ ３０

ス カ ラ ッ プ

柱 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

ス カ ラ ッ プ

２５

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

～
２

０
１

０

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

梁 継 手 ５

３０≧

エ ン ド タ ブ

Ｌ取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上

※
　

　
　

　
程

度
１

，
０

０
０

以
上

梁 天１
０

０

以
上

１
０

０

取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ
と 同 厚 以 上

Ｌ

ｐ

ｐ ｐ ｅ １ｅ １

１

Ｂ ｇ １

Ｂ

２

１

２ｇ

ｇ

ｇ

１

ｂｂｂｂｅ １ １ｅ

２

ｅ １ ｅ １

ａ

ｔ
ｔ

１

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｅ １

１

ｐ

ｐ

ｐ

ｅ

１

２ＬＦ Ｐ

ＤＤ ａ ２

２

１

３３

Ｂ
ＬＷＰ

ＬＦ Ｐ

ｍｍ

フ ィ ラ ー プ レ ー ト

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １ ）

ＬＧ Ｐ （ １ ）

大 梁 継 手 リ ス ト に よ る

ｅ ｅ５

ｐ
ｅ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １）

Ｓ ＰＬ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

ＬＧ Ｐ （ １）

ｅ ｅ

ｅｅ

ｅ
ｐ

ｅ
Ｎ

ｅ
ｐ

ｅ

ｅ ｐ ｐ ｅｇ １

ＬＧ Ｐ （ １ ）
ＬＧ Ｐ （ １ ）

ｅｐｅ

ｅ
ｅ

１０

Ｎ

ｅ
ｅ

１０

３
０

ｔ

～
２

０
１

０
取 り 合 う 梁 Ｆ Ｐ と 同 厚 以 上Ｌ

１ 　 を こ え る 場 合

以 上 （ 設 計 図 に よ る ）

（
設

計
図

に
よ

る
）

（
設

計
図

に
よ

る
）

1 0

1 0

1 0

1 0
1 0

1 0

ｐ
ｅ

ｅ （ 片 側 ）

ｅｅ ｅ ｅ

ＬＧ Ｐ （ １ ）

Ｎ

Ｓ Ｐ －Ｌ （ １ ）

1 0

ｅ ｅｐ

Ｇ Ｐ （ １）Ｌ

1 0

ｇ ｇ
Ｂ

ｇ １

Ａ

ｇｇｇ ２ １ ２

Ｂ Ｂ
ｇ ３

２１

Ｄ

柱溶接後切断

エレ ク ショ ン ピ ース  PL-9

高力ボルト 　 M20

ス プラ イ ス プレ ート  2PL-9

１

３ 以 上

Ｗ ＰＬ

３ 以 上

１

Ｗ ＰＬ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ

Ａ － Ａ

Ｂ － Ｂ

鉄骨構造標準図（ ２ ）

１

９

９

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６ ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ ６５ ７

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ８ ９ １０

９

１

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６

９

９

９

９
９

９

１

１

７

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ ８９１０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

１

１０ｏ ｒ８ ９

５ ｏ ｒ ６

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

１

ｏ ｒ ８９１０

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ５ ７ ６

ｏ ｒ５ ７ ６
９

９

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ５ ６７

１

１

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ ８９１０ １

１

ｏ ｒ８ ９ １０

ｏ ｒ８ ９ １０

１

ｏ ｒ ８９１０

１

１

３ ０

３ ５

４ ０

４ ５

以上

以上

以上

以上

Ｍ１ ６

Ｍ２ ０

Ｍ２ ２

Ｍ２ ４

Ｈ Ｔ Ｂ
加 え る 長さ 　 　
締 め 付け 長 さ に

４ ０

６ ０

５ ０（ 　　）６ ０

Ｍ２ ４

３ ５

４ ５ ５５（ 　　）

Ｍ２ ２

３ ０

４ ０（ 　　）５ ０

Ｍ２ ０

３ ５ ４ ０

Ｍ１ ６

２ ５

ｐ

ｅ ２

ｅ １

へ り あ き

は し あ き

ピ ッ チ

孔 　 径

呼 び 径

標 　 準

最 　 少

（ 　　）

≧　 柱の Ｒ （ 梁の 下フ ラ ン ジ が

　 　 通し ダ イ ヤ フ ラ ム に 接合さ

　 　 れ な い場合）

　 　 勾配が　 　 を 超え る 場合は

　 　 補強プレ ート （ 点線） を 入れ て 、

　 　 折り 曲げは 生曲げと する 。

Ｆ Ｐ 折り 曲げ規定Ｌ

１ ／５

ｔ ＞フ ラ ン ジ プ レ ート 同厚以上

　 　 勾配が 　 　 を 超え る 場合は

　 　 補強プ レ ート （ 点線） を 入れて 、

　 　 折り 曲げは 生曲げと する 。

Ｆ Ｐ 折り 曲げ規定Ｌ

１ ／５

継手ボ ルト 及び

Ｓ Ｐ は 特記に よ る 。Ｌ

ｔ ＞フ ラ ン ジ プ レ ート 同厚以上

下図は、 ス カ ラ ッ プ工法の 場合を 示す。 ス カ ラ ッ プの有無は、

鉄骨構造標準図（ １ ） １ ． 溶接接合によ る 。

下図は、 ス カ ラ ッ プ工法の 場合を 示す。 ス カ ラ ッ プの 有無は、

鉄骨構造標準図（ １ ） １ ． 溶接接合によ る 。

２ ２１ ８ ２ ４ ２ ６

４ ０ ５ ０ ５ ５

＊＊５ ０

　　６ ５

　　７ ０

　　９ ０

　　８ ０

　　７ ５

　　３ ０

　　３ ５

　　１ ６

　　２ ０

　　２ ０　　４ ０

　　２ ２

　　２ ２　　４ ５

　　４ ０

　　５ ０ 　　２ ４

　　５ ５ 　　２ ４　１ ０ ０

　　１ ６

　　１ ６

　　２ ２

　　２ ２

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　４ ０

　　７ ０

　　９ ０

　　６ ０

　　７ ５

＊＊１ ０ ０

　　１ ２ ５

　＊３ ０ ０

　　２ ５ ０

　　２ ０ ０

　　１ ７ ５

　　１ ５ ０

　　３ ５ ０

　　４ ０ ０

　　９ ０

　１４ ０

　１４ ０

　１５ ０

　１５ ０

　１２ ０

　１０ ５

　　１ ６

　　１ ６

　　２ ０

　　２ ０

　　２ ２

　　３ ５

　　４ ０

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ４

　　２ ２

　　５ ５

　　２ ４

　　２ ４

　　７ ０ 　　２ ４

　　２ ４　　９ ０　２ ０ ０

　　６ ０

　　５ ５

　　６ ０

　　５ ０

　　５ ０

　　５ ５

　　５ ０

　　４ ５

　１ ７ ５

　１ ５ ０

　１ ３ ０

　　４ ０

　　４ ０

　　３ ５

　　３ ５

　　３ ０

　　７ ５

＊＊５ ０

　　６ ０

　　６ ５

　　７ ０

　　８ ０

　　９ ０

　　１ ０ ０

　１ ２ ５

ｏｒＡ　 　 Ｂ 最大軸径 最 大軸径 最大軸径ｇ １ ｇ ｇ ２１ｇ ２ ｇ ３Ｂ Ｂ

＊＊印の欄の ｇ 及び最大軸径の 値は強度上支障が な い と き

＊Ｂ ＝　 　 は 千鳥打ち と する 。３ ０ ０

・ Ａ Ｂ 　 　 　 　 ア ン カ ーボ ルト 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｂ Ｈ 　 　 　 　 組立て Ｈ 形鋼

・ Ｂ Ｐ 　 　 　 　 ベース プ レ ート 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｃ Ｈ Ｐ 　 　 　 チ ェ ッ カ ープ レ ート

・ Ｃ Ｐ 　 　 　 　 カ バープ レ ート 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｆ Ｂ 　 　 　 　 フ ラ ッ ト バ ー

・ Ｈ Ｔ Ｂ 　 　 　 高力ボ ルト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｓ Ｐ 　 　 　 　 ス プ ラ イ ス プ レ ート

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ Ｒ Ｐ 　 　 　 　 リ ブ プ レ ート

・ Ｔ Ｂ 　 　 　 　 タ ーン バッ ク ル　 　 　 　 　 　 　 ・ ＷＰ 　 　 　 　 ウ ェ ブ プレ ート

Ｌ

・ Ｆ Ｐ 　 　 　 　 フ ラ ン ジ プ レ ート 　 　 　 　 　 　 ・ Ｇ Ｐ 　 　 　 　 ガ セ ッ ト プ レ ート

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 　 最少縁端距離の 規定に かか わ ら ず用い る こ と がで き る 。

ボ ル ト は 、 柱溶接後切断

エ レ ク シ ョ ン ピ ース 及び建方用

２ ．

梁 段 差 柱 継 手 位 置

雑 仕 様

梁 通 し柱 通 し

（ ４ ） （ ５ ）

（ ３ ）

（ ２ ）（ １ ）

現 場 溶 接 継 手

一 般 階 接 合 部

一 般 階 接 合 部

柱 が 途 中 で 折 れ 曲 る 場 合

（ ４ ）

（ ３ ） （ 梁 端 に テ ー パ ー を 設 け る 場 合 ）

（ ２ ）

柱 　 頭（ １ ）

（ 直 交 方 向 の 梁 成 が 異 な る 場 合 ）

フ ィ ラ ー プ レ ー ト

Ａ タ イ プ （ ピ ン 接合） 　 　 Ｂ タ イ プ（ 剛接合）

Ｃ タ イ プ （ ピ ン 接合） 　 　 　 　 Ｄ タ イ プ（ 剛接合）

Ｇ タ イ プ　 　 　 　 　 Ｈ タ イ プ

Ｅ タ イ プ （ ピ ン 接合）

軒 　 部（ ７ ）

勾 配 屋 根 棟 部（ ６ ）

３ ． ４ ． 角 型 鋼 管 柱 梁 接 合 部Ｈ 型 鋼 柱 梁 接 合 部

継 　 手

大 梁 継 手

ボ ル ト 接 合

小 梁 、 間 柱 、 接 合 部（ ４ ）

（ ３ ）

（ １ ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）２

Ｆ タ イ プ （ ピ ン 接合）

略 　 号（ ２ ）

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

S 03

NON

中央公民館大規模改修工事 令和8年　 月　 日

・ ト ルク コ ン ト ロ ール ボ ルト の 場合は メ ーカ ーの 規格に よ る 。

１０

・ ボ ルト 接合面の 処理

　 締め 付け 摩擦面は母材に 於い て は平グ ラ イ ン ダ ー掛け 、 ス プ ラ イ ス プレ ート に 於い て は

　 シ ョ ッ ト 掛け を 行な い 、 黒皮は 除去し 一様に赤錆を 生じ さ せる 。

・ Ｈ Ｔ Ｂ は すべて Ｆ 　 Ｔ （ ト ルシ ア 形高力ボ ルト Ｓ １ ０ Ｔ ） を 使用し 、 ス ベリ 係数は 　 　 　 と する 。０ ． ４ ５

　 フ ィ ラ ープ レ ート を 入れる 。

Ｌ Ｌ　 Ｆ Ｐ ， ＷＰ 面で 段差が １ 　 を こ え る 場合は 、ｍｍ

・ （ 　 ） 内はボ ル ト が 応力方向に ３ 本以上並ばな い 場合を 示す。

・ 上記の 標準に よ ら ず、 高力ボ ルト の ピ ッ チ は 6 0 m m 、 は し あ き は 4 0 m m と する 。

１ 級建築士登録大臣第350116号 野田　 康広



Ｒ Ｐ 　 Ｈ ≧Ｌ ２ ５０

Ｈ

余 長 は ネ ジ 山 ３ 以 上

３ ０ｄ

５ ０

ｄ

２５

Ａ Ｂ

３ ０

２５

フ ッ ク 付 き と す る

φ φ

φ φ

ｔ

ｄｄ

： デッ キ プレ ート の 成Ｈｄ

３
０

１
５

５
０

５ｄ

（ 溶 接 間 隔 は 、
　 壁 筋 間 隔 以 下

　 溶 接 長 さ は 　 　 　 以 上 ）５０ ｍｍ

Ｄ 　 を 切 断 し 天 端 を そ ろ え る１６

ま ん じ ゅ う 径 　 　 程 度２０ ０

す べ て 二 重 ナ ッ ト と す る

後 詰 め モ ル タ ル

Ｒ Ｐ 　 Ｈ ≧Ｌ ２ ５０

Ｈ

ＬＢ Ｐ

Ａ Ｂ

Ｂ ＰＬ

補 強 Ｐ 座 金 を 兼 ね るＬ

ス タ ラ ッ プ 　 ２ － Ｄ１３ス タ ラ ッ プ 　 ２ － Ｄ１３

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．２ ０ ．３

３
φ

３ φ

１ ／２Ｌ ＬＰ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ の 　 　 以 上 （ 両 面 ）

Ｈ Ｈ

３ φ

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．３ ０ ．４

Ｌ ＬＰ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ と 同 厚 さ 以 上 （ 両 面 ）

φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．１

３ φ以上

Ｈ Ｈ３
φ

Ｐ 厚 さ は Ｗ Ｐ 厚 さ の 　 　 以 上１／２Ｌ Ｌ

Ｈ ＜ φ ≦ 　 　 Ｈ０ ．１ ０ ．２

３ φ

ア ー ク ス ポ ッ ト 溶 接

１６ φ ≠ ＠２０ ０

ｅ ｅ ｅ

ｅｅ

ｅｅ

Ｌ 形 鋼

Ｐ －Ｌ １ ．６

ｅ

Ｐ －Ｌ １．６

３ ００ 以 下

５ ０

３０５０

ＬＰ －５ ０×６

ｅ

以 下６００

Ｌ －５ ０ ×５ ０ ×６ ＠≦６ ０ ０

ａ ２

１ａ

ｅ ｅＰ

以
上

Ｈ
ｄ

ｔ

ａ

ｔ

ａ

Ｌ

ＰＰ

以 下Ｄ１３
Ｆ Ｂ －６ ×６ ５

６
５

主 筋 　 ４ － Ｄ 　 以 上 （ 計 算 に よ る ）１６

ＨＯＯＰ

定 着 　 　 以 上４ ０ｄ

主
筋

－
　

　
以

上
４

０
ｄ

２
Ｈ

以
上

（
計

算
に

よ
る

）

フ ッ ク 付

１ ２５ 以 上 Ｈ １ ２ ５ 以 上

ト ッ プ フ ー プ 　 ２ － Ｄ１３

１ ００ 以 上

フ ー プ

主 筋

Ｂ ＰＬ
１ ２ ５ 以 上

以
上

１
２

５

３． ２ＬＰ －

１ ／４

１ ／２

１ ／４

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

１ １

１

２ ２

（ Ｓ Ｓ ４ ０ ０ ）

１１
６ ６

鉄骨構造標準図（ ３ ）

１
１

１

１

１
１

１

１

１

１
１

１

１
－５０ ２０ ０

２

１
５ ０ －４０ ０

１
－５０ ４０ ０

１

２

１
５ ０ －４ ００

１
５０ －４ ００

ア ーク ス タ ッ ド 溶接

１２

８
ｏ ｒ

１０

１

１ １２

４０ ｅ ≧４ ０

２ ．５ｔ

１０ ０

Ｈｄ ３ ０

ａ ≧ 　

ａ ≧ 　

ｄ ≦ 　

１

２

Ｌ ≧ 　 ＋ 　 以 上 　 　 　 　

Ｐ １ ，Ｐ ２ は 設 計 図 に よ る 　

ｄ ≦ Ｐ

６ ０ ０

２

１

５ ．０

７ ．５　 ｄ ≦ Ｐ ≦

ｄ ≦ Ｌ４ ．０

Ｂ タ イ プ

ア ン カ ーボ ルト の 施工に 誤差が あ る 場合

柱 脚 埋 込 み 形 式 の 時 の 水 平 ハ ン チ

Ａ タ イ プ Ｂ タ イ プ

Ｃ タ イ プ Ｄ タ イ プ

Ａ タ イ プ

受梁への かか り 寸法およ び端部処理

梁と の溶接及びコ ネ ク タ ー

梁上通し の 場合 既製品面戸（ 鉄板） 折曲加工

あ て 板（ 非金属）

ス ラ ブ 端部の 補足材

あ て 板（ 鉄板）

補足受材

梁上切断の 場合

ブ ロ ッ ク 壁の 場合

Ｒ Ｃ 根巻タ イ プ

柱 脚 ピ ン

５ ． 柱 　 脚

６ ． 雑 廻 り

貫 通 補 強

（ １ ）

（ １ ）

頭 付 き ス タ ッ ド

壁 筋 の 溶 接

デ ッ キ プ レ ー ト（ ２ ）

（ ４ ）

軽微な Ｒ Ｃ 壁の場合

（ ３ ）

柱 脚 固 定（ ２ ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ）３

照　 査

図　 　 名

工事名称

縮　 　 尺

・  構 設・  ・  

日　 　 　 　 付

意

製　 図図　 面　 番　 号

電

担　 当部　 長

１ 級建築士事務所登録－福岡県知事登録第1－11499号
株式会社 手島建築設計事務所

S 04

NON

中央公民館大規模改修工事

（ 全面塗り 仕上げ工法）

ｔ は Ｂ Ｐ 厚の 　 　 以上か つ ６ 以上Ｌ １／２

特記な き 限り 補強方法は 上図に よ る が 、

穴径φは 、 　 　 Ｈ 以下と し 、 そ の ピ ッ チ は ３ φ以上と する 。０ ． ４

・ コ ン ク リ ート の 表面の レ イ タ ン ス 等 を 取り 除い た 後、

　 調合（ 容 積比） セ メ ン ト １ ： 砂１ の 堅練り モ ルタ ルを

　 平に 塗り 仕上げ る 。

　 充填する 。

・ ア ン カ ー フ レ ー ム を 使 用する 場合は 設計図 書に よ る 。

ｅ ≧３５ ｍｍ

（ 後詰め 工法）

・ モ ルタ ル を 後詰 め する 場合は 空隙の 出来な い よ う に

ス リ ーブ は 梁成の 中央の

　 　 の 範囲と する 。１ ／２

令和8年　 月　 日

１ 級建築士登録大臣第350116号 野田　 康広
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ブレ ース 継手標準図

系 列

　 １ －Ｍ１ ６

Ａ

S10T( F10T)
タ イ プ符 号

丸
 
鋼

山
 
形
 
鋼
・
シ
ン
グ
ル

溝
 
形
 
鋼

部材（ Ｓ Ｎ ４ ０ ０ 級）

　 １ －Ｍ１ ２

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 －１ ０ ０ ｘ 　 ５ ０ ｘ 　 　 ５ ｘ 　 ７ . ５

　 　 －１ ２ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 　 ６ ｘ 　 ８

　 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ ６ ． ５ ｘ １ ０

　 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 　 ９ ｘ １ ２ . ５

　 　 －２ ０ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 　 ８ ｘ １ ３ . ５

２ 　 －１ ０ ０ ｘ 　 ５ ０ ｘ 　 　 ５ ｘ 　 ７ . ５

２ 　 －１ ２ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 　 ６ ｘ 　 ８

２ 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ ６ ． ５ ｘ １ ０

２ 　 －１ ５ ０ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 　 ９ ｘ １ ２ . ５

　 １ －Ｍ２ ０

　 １ －Ｍ２ ７

Ａ

Ａ

Ａ

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ０

Ａ　 １ －Ｍ１ ４ 　 　 １ －Ｍ１ ６

　 １ －Ｍ２ ４ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 １ －Ｍ３ ０ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 １ －Ｍ３ ３ Ａ 　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 １ －Ｍ１ ８ Ａ

　 １ －Ｍ２ ２ Ａ

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 １ －Ｍ２ ２

　 Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

　 Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

　 Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

　 Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ４ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

ボルト

２ Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

２ Ｌ －　 ６ ５ ｘ 　 ６ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ６

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ 　 ９

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ 　 ７

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ０

２ Ｌ －１ ０ ０ ｘ １ ０ ０ ｘ １ ３

２ Ｌ －　 ７ ５ ｘ 　 ７ ５ ｘ １ ２

２ Ｌ －　 ９ ０ ｘ 　 ９ ０ ｘ １ ０

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

Ｂ ２

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ４ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

山
 
形
 
鋼
・
背
合
せ

山
 
形
 
鋼
・
並
列

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｂ １

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ９ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

F8T( ﾒｯｷ部)

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 １ ２ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ７ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ２ ０

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 １ －Ｍ１ ６

　 　 ２ －Ｍ１ ６

　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 　 ３ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ０

　 　 ３ －Ｍ２ ２

　 　 ３ －Ｍ２ ２

　 　 １ －Ｍ２ ０

　 　 ２ －Ｍ２ ２

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ４ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ１ ６

　 　 ６ －Ｍ１ ６

　 　 ９ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ５ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ１ ６

２ ｘ ６ －Ｍ２ ０

２ ｘ ４ －Ｍ２ ０

２ ｘ ７ －Ｍ１ ６

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ６ －Ｍ２ ０

　 　 ８ －Ｍ２ ０

　 　 ９ －Ｍ２ ０

　 １ ０ －Ｍ２ ０

　 　 ５ －Ｍ２ ０

　 　 ７ －Ｍ２ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ２ ５ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ３ ３ ０

Ｐ －１ ２Ｌ ３ ２ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ２ ７ ０

Ｐ －　 ９Ｌ ３ ７ ０

Ｐ －１ ２Ｌ ３ ５ ５

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ５

５ ５

５ ５

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

５ ６ ５ ３ １ ５

７ ７ ７ ４ ２ ５

７ ９ ０ ４ ３ ５

６ ０ ５ ３ ３ ５

８ ８ ５ ４ ７ ５

９ ０ ０ ４ ９ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

４ ５

４ ５

４ ５

４ ５

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

Ｐ －１ ６Ｌ

１ ３ ０

１ ８ ０

２ ４ ０

３ ０ ０

３ ０ ０

２ ０ ５

２ ２ ０

３ ０ ５

３ ８ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

８ ０

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１ ６ ５ １ ８ ０

２ ３ ０ ２ ４ ５

３ ０ ０ ３ １ ５

３ ８ ５ ４ ０ ０

３ ９ ５ ４ １ ５

２ ９ ０ ３ １ ０

３ ３ ０ ３ ５ ５

４ ４ ０ ４ ７ ０

５ ６ ０ ５ ８ ５

５ ５

５ ５

５ ５

５ ５

５ ０

５ ０

６ ２ ． ５

６ ２ ． ５

６ ０

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －　 ９Ｌ

Ｐ －１ ２Ｌ

４ ０

４ ０

４ ０

４ ０

３ ５

４ ０

４ ０

４ ０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ５

５ ５

５ ５

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

６ ０

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

３ ６ ５

２ ８ ５

３ ９ ０

３ ９ ５

３ ０ ５

４ ４ ５

４ ５ ０

２ １ ５

１ ７ ５

２ ３ ０

２ ４ ０

１ ８ ５

２ ５ ５

２ ６ ５

９ ０

９ ５

１ ２ ５
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注意事項

・ 既存鉄骨梁にガセッ ト プレ ート を 溶接する ため

　 火災になら ないよ う 十分注意する こ と 。
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